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第
50
回
中
春
別
農
業
協
同
組
合
通
常
総
会
が
６
月
４
日
㈫
、
農
業

者
団
地
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、優
良
組
合
員
表
彰
、乳
質
改
善
・

良
質
乳
生
産
組
合
員
表
彰
、
経
営
移
譲
感
謝
状
授
与
、

永
年
勤
続
職
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
望
月
組
合
長

か
ら
挨
拶
︵
別
記
︶、
ご
来
賓
か
ら
の
ご
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　
総
会
成
立
に
つ
い
て
は
、
正
組
合
員
数
２
３
９
人

中
、
本
人
出
席
数
65
人
、
代
理
人
出
席
１
人
、
書
面

出
席
１
３
５
人
、
計
２
０
１
人
が
参
加
さ
れ
、
議
長

に
は
豊
原
地
区
の
牧
野
修
二
氏
、
美
原
地
区
の
竹
田

潤
氏
が
指
名
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
﹁
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注
記
表

の
承
認
に
つ
い
て
﹂
大
山
専
務
よ
り
内
容
の
説
明
が

あ
り
、
高
橋
代
表
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
議
案
第
２
号
﹁
令
和
６
年
度
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て
﹂、
議
案
第
３
号
﹁
賦
課
金
の
賦

課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
﹂
議
案
第
４
号
﹁
定
款

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
﹂、
議
案
第
５
号
﹁
役
員
報

酬
の
支
給
に
つ
い
て
﹂
が
上
程
さ
れ
採
決
に
よ
り
可

決
決
定
さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
報
告
事
項
１
﹁
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令

和
５
年
度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
﹂
大

中
春
別
農
業
協
同
組
合
通
常
総
会

第50回
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〇
優
良
組
合
員
表
彰
者

浮　
川　
　
　
優
︵
美
原
地
区
︶

　
内　
藤　
宏　
幸
︵
中
春
別
地
区
︶

〇
乳
質
改
善
・
良
質
乳
生
産
組
合
員
表
彰
者

広　
沼　
力　
也
︵
豊
原
地
区
︶

　
細　
川　
優　
作
︵
豊
原
地
区
︶

〇
経
営
移
譲
感
謝
状
授
与
者

増　
岡　
哲　
生
︵
豊
原
地
区
︶

　
齋　
藤　
　
　
洋
︵
豊
原
地
区
︶

　
山　
田　
ひ
ろ
み
︵
美
原
地
区
︶

　
大　
内　
昌　
美
︵
中
春
別
地
区
︶

　
佐
々
木　
幸　
雄
︵
中
春
別
地
区
︶

〇
永
年
勤
続
職
員
表
彰
者

相　
澤　
幸　
司
︵
勤
続
30
年
︶

　
下　
地　
剛　
志
︵
勤
続
20
年
︶

　
渡　
辺　
直　
人
︵
勤
続
20
年
︶

令
和
６
年
度
表
彰
者

山
専
務
よ
り
説
明
が
さ
れ
議
事
を
終
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
組
候
補
と
し
て
ホ
ク
レ

ン
代
表
監
事
で
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
会
長
の
東
野

英
樹
氏
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
望
月
組
合

長
か
ら
特
別
決
議
と
し
て
主
旨
説
明
が
あ
り
、

支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
満
場
の
拍
手
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
、
原
内
副
組
合
長
よ
り
﹁
現

在
、
酪
農
業
界
は
飼
料
・
肥
料
・
資
材
の
高
騰
、

ま
た
、
個
体
価
格
の
低
迷
な
ど
ま
だ
ま
だ
大
変

な
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
令
和
６
年

度
の
生
乳
生
産
目
標
数
量
の
達
成
、
ま
た
、
消

費
者
・
乳
業
者
に
選
ば
れ
る
安
心
安
全
な
美
味

し
い
牛
乳
を
生
産
す
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
組
合

員
の
皆
様
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
７
月
に
は
Ｊ

Ａ
合
併
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾
多

の
困
難
を
農
業
協
同
組
合
の
力
で
乗
り
越
え
て

今
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
組
合
員
の
皆
様
の

お
力
を
農
協
に
結
集
い
た
だ
き
、
と
も
に
こ
の

困
難
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合
員
の
皆
様
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
、
選
ん
で
い
た
だ
け
る
組
合

を
目
指
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
﹂
と
述
べ
ら

れ
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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本
日
こ
こ
に
、
第
50
回
通
常
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
公
私
共
に
ご
多
忙
の
中
、
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
行
政
、
並
び
に
系
統

連
合
会
を
始
め
、
各
関
係
機
関
と
多
数
の

組
合
員
の
ご
出
席
の
も
と
に
、
本
総
会
が

開
催
出
来
ま
す
こ
と
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
外
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
紛
争
は
い
ま
だ
混
迷
を
極
め
て
お

り
、
ま
た
、
日
米
の
金
利
差
に
よ
る
円
安

の
影
響
や
、
新
興
国
を
は
じ
め
と
し
た
需

要
が
旺
盛
な
こ
と
が
要
因
と
な
り
、
国
内

の
食
品
・
生
活
物
資
な
ど
の
値
上
が
り
は
、

消
費
者
の
購
買
意
欲
の
低
下
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
酪
農
情
勢
に
お
い
て

は
、
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
や
副
産

物
価
格
の
下
落
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
段
階
的
な
乳
価
の

引
上
げ
な
ど
、
一
部
に
お
い
て
は
改
善
方

向
に
は
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
経
営
コ

ス
ト
を
吸
収
す
る
に
は
十
分
と
は
言
え
な

に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
た
、
子
会
社
３
社
に
お
い
て
は
、
中

春
別
マ
シ
ン
セ
ン
タ
ー
と
ジ
ェ
イ
エ
ー
・

ワ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
計
画
通
り
の
利
益

を
確
保
で
き
た
も
の
の
、
な
か
し
ゅ
ん
べ

つ
未
来
牧
場
に
つ
い
て
は
、
育
成
部
門
に

お
い
て
の
素
畜
販
売
価
格
の
下
落
や
、
預

託
頭
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
計
画
を
下
回

る
収
支
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
未
来
牧
場
に
お
い
て
は
牧
場
設

立
以
来
、
初
め
て
熊
に
よ
る
乳
牛
の
被
害

が
発
生
し
、
組
合
員
皆
様
に
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
被
害
防
止
の
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
可
能
な
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
子
会
社
３
社
の
組

合
員
皆
様
の
日
頃
の
利
用
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
組
合

員
経
営
補
完
機
能
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
べ
く
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
の
剰

余
金
処
分
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど

議
案
の
中
で
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
が
、

当
初
計
画
以
上
の
剰
余
金
が
確
保
さ
れ
た

い
状
況
で
あ
り
、
所
得
確
保
に
向
け
た
取

組
み
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
記

録
的
な
猛
暑
を
背
景
と
し
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
不
安
定
乳
が
多
発
し
、
組
合
員
皆
様
大

変
ご
苦
労
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
も
猛
暑

が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
協
も

暑
熱
対
策
に
む
け
て
各
種
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
引
き
続
き
情
報
発
信
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
十
分
な
対
策
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
５
年
度
の
Ｊ
Ａ
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
乳
出
荷
乳
量
は
、

11
万
74
百
ト
ン
、
前
年
比
97
.
３
％
の
実

績
と
な
り
、
生
乳
・
個
体
販
売
を
合
わ
せ

た
総
販
売
額
は
、
１
６
７
億
17
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
生
産
抑
制
下
の
も
と
、
搾
乳
戸
数
の
減

少
や
、
個
体
販
売
価
格
の
下
落
、
資
材
高

騰
に
加
え
、
記
録
的
猛
暑
と
厳
し
い
情
勢

下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
ご
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
、

生
乳
生
産
に
取
組
ま
れ
た
日
々
の
ご
努
力

望
月
組
合
長
よ
り
総
会
挨
拶

こ
と
か
ら
、
一
部
を
事
務
所
建
設
積
立
金

に
向
け
、
組
合
員
皆
様
に
た
い
し
ま
し
て

は
、
出
資
配
当
に
加
え
、
事
業
分
量
配
当

を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
厳
し

い
酪
農
情
勢
を
踏
ま
え
、
組
合
員
皆
様
の

経
営
基
盤
維
持
に
向
け
る
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
特
段
な
る
ご
理
解
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
第
12
次
中
期
経
営
計
画
の
最

終
年
で
あ
り
、
各
種
事
業
の
検
証
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
農
業
振
興
計
画
と
第
12
次

中
期
経
営
計
画
の
着
実
な
実
践
と
、
Ｊ
Ａ

経
営
の
健
全
化
と
財
務
基
盤
の
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
次
年
度
よ
り
地
域
農
業
振
興
計

画
の
後
期
と
新
た
な
第
13
次
中
期
経
営
計

画
と
な
る
こ
と
か
ら
、
組
合
員
と
の
対
話

を
充
実
さ
せ
、
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
５
月
28
日
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
法
が

成
立
い
た
し
ま
し
た
。
法
律
の
基
本
理
念

に
﹁
食
料
安
全
保
障
の
確
保
﹂
が
新
た
に

加
わ
り
、
生
産
者
で
あ
る
我
々
が
責
任
と

誇
り
を
も
っ
て
食
料
生
産
に
取
り
組
む
た

め
に
、
持
続
可
能
な
農
業
が
出
来
る
環
境
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を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
農
政

組
織
で
あ
る
全
国
農
政
連
で
は
、
現
在
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
現
職
で
あ
る
参

議
院
議
員
﹁
山
田
と
し
お
氏
﹂
が
退
任
す

る
こ
と
と
な
り
、
来
年
夏
の
参
議
院
選
挙

に
向
け
て
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
で
組
織
す
る
北
海
道
農
協
政
治
連
盟
で

は
、
本
道
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
北
海
道
農
民
の
声

を
届
け
る
べ
く
、
現
在
ホ
ク
レ
ン
の
代
表

監
事
で
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
の
会
長
で
あ

る
﹁
東
ひ
が
し
野の

秀ひ
で
樹き

﹂
さ
ん
を
、
全
国
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
決
定
し
た
経
過
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
全
国
段
階
で
は
、
千
葉

県
か
ら
も
立
候
補
し
ま
し
た
が
、
組
織
内

で
予
備
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
本
年
３
月
、

東
野
秀
樹
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組
織

内
候
補
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
代
表

と
し
て
活
動
い
た
し
ま
す
が
、
東
野
さ
ん

の
政
治
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
に
お
け
る
東
野
さ
ん

へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
農
政
運

動
を
強
力
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
議
案
終
了
後
に
は
、
今
後
に
向
け
て
決

議
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
７
月
に
Ｊ
Ａ
は
合
併
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
先
人
た
ち
の
ご

尽
力
に
対
し
ま
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
こ
こ
に
い
る
我
々
が
地
域
を
守

り
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
あ
ら

た
め
ま
し
て
組
合
員
皆
様
の
Ｊ
Ａ
へ
の
結

集
と
Ｊ
Ａ
利
用
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
出
来
う
る

限
り
の
支
援
や
対
策
を
実
施
し
、
組
合
員

の
経
営
基
盤
強
化
や
所
得
向
上
、
さ
ら
に

は
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
む
け

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
行
政
を
始
め
、

系
統
連
合
会
、
並
び
に
各
関
係
機
関
に
対

し
ま
し
て
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご

指
導
と
ご
支
援
を
、
心
か
ら
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
本
総
会
開
会
に
あ
た
っ

て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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豊
原
酪
農
振
興
会
︵
会
長
牧
野
修

二
︶・
美
原
酪
農
振
興
会
︵
会
長
竹
田

潤
︶
で
は
、
５
月
30
日
㈭
に
中
標
津
町

俵
橋
の
㈱
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
デ
イ
リ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
希
望
農
場
に
て

合
同
現
地
視
察
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

㈱
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
デ
イ
リ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
﹁Farm

note�
color

︵
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト　

カ

ラ
ー
︶﹂
と
い
う
人
工
知
能
を
活
用
し

た
牛
向
け
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を

使
用
し
て
お
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
牛

の
体
調
や
活
動
量
な
ど
が
デ
ー
タ
で
分

か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
希
望
農
場

で
は
ア
ジ
ア
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー
型
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
牛
に
そ
れ
ぞ
れ
首
輪
状
の
セ
ン

サ
ー
を
付
け
、
発
情
や
分
娩
な
ど
が
離
れ
た
場
所

で
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

乳
房
炎
な
ど
の
発
生
は
年
々
と
減
り
、
Ｉ
Ｔ
を
駆

使
す
る
こ
と
で
従
業
員
へ
の
負
担
削
減
な
ど
が
図

れ
て
い
る
と
言
っ
た
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
固
液
分
離
機
を
活
用
す
る
こ
と
で
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
な
ど

の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
合
同
現
地

視
察
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

合
同
視
察
勉
強
会

５
月
30
日
㈭

豊
原
酪
農
振
興
会

美
原
酪
農
振
興
会
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北海道ブラック＆ホワイトショウ北海道ブラック＆ホワイトショウ
　５月25日㈯～５月26日㈰安平町早来北海道ホルスタイン共進会場において、2024北海道ブラック＆ホワ
イトショウが行われました。
　審査員には上士幌町で酪農を営まれている、吉田智貴氏が務め、各部ハイレベルな戦いが繰り広げられました。
　当同志会からは寺澤佳吾さん、小湊均さん、山田侑甫さん、中西裕哉さん、竹田涼さん、の５戸７頭の出品
となりました。出品牛で最上位となりましたのは小湊均さんが出品された「ランフオーラクト　チーフ　アラ
ベスク」が第６部未経産シニアミドルクラス（生後18カ月以上21カ月未満）で４位入賞の活躍をみせました。
　そして、グランド・チャンピオンには北見市の吉野英之さんが出品された「ヨシノフアーム　ドア　リンリ
ン」が輝きました。
　各出品者ともに出品牛をより良い状態で見せようと非常に熱がこもっていました。これから牧草収穫時期を
挟み８月に行われる根室ホル
スタイン共進会において中春
別ホルスタインが活躍できる
ことを心からお祈り申し上げ
ます。

■中春別乳牛改良同志会出品牛

開催日時：令和６年５月25日㈯～26日㈰　
開催場所：安平町早来　北海道ホルスタイン共進会場
審 査 員：吉田　智貴�氏（上士幌町・酪農家）

2024年北海道ブラック＆ホワイトショウ　成績

■チャンピオン牛

2024年

№ 部 順位 名　　　　号 生年月日 個体識別番号 父牛名号 母牛名号 出品者
1 2 17 YMD�エレガンス�SOLO�ドツク　エル R5.7.26 1681427087 ウツドクレスト�キング�ドツク YMD�エレガンス�GCソロモン�エスカノール�ET 山田　侑甫
2 3 32 プレザント�マリールンド�サクラモチ�ネーサン R5.6.19 1456620545 ジエノソース�ドミンガス�ET プレザント�マリールンド�バタコサン�ガール 中西　裕哉
3 3 17 JH�キツトデ�ユニクス R5.6.7 1576200276 クロトー�レスペロン�ユニクス�ET JH�キツト�デルタ 小湊　　均
4 5 14 SBF�エレガント�H�メラニア R5.2.1 1673416181 シーマーズ�EXC�ハナンズ�31753�ET SBF�エレガント�GC�ドナ 竹田　　涼
5 6 4 ランフオーラクト�チーフ�アラベスク R4.10.4 1400770609 スタントンズ�チーフ�ET ランフオーラクト�ダンデイー�アラベラ�ET 小湊　　均
6 6 13 マイテイーシニア�FH�ユニクス�マヌーバー�アポロ R4.10.2 1655997844 ブラウンデール�マヌーバー�PP�ET フオーエバーヒル�エツセンス�ユニクス 小湊　　均
7 9 6 プロミネンス�パラゴン�クリステイーナ�ジヤガー R3.12.12 1408923588 ピーク�ジヤガー�ET プロミネンス�パラゴン�アンデイ�アイ�ET 寺澤　佳吾

部 名　　　号 生年月日 父牛名号 母牛名号 出　品　者
グランド・チャンピオン 13 ヨシノフアーム�ドア�リンリン R1.12.27 バルビツソン�ドアマン�ET ヨシノフアーム�ユマサーマン 北見市　吉野　英之
リザーブ・グランド・チャンピオン 15 スカイハイ�バイウエイ�ハンナ�ET H29.9.17 OHリバー�SYC�バイウエイ�ET スカイハイ�ゴールド�チツプ�ハンナ 稚内市　白崎　紘希
シニア・チャンピオン 13 ヨシノフアーム�ドア�リンリン R1.12.27 バルビツソン�ドアマン�ET ヨシノフアーム�ユマサーマン 北見市　吉野　英之
リザーブ・シニア・チャンピオン 15 スカイハイ�バイウエイ�ハンナ�ET H29.9.17 OHリバー�SYC�バイウエイ�ET スカイハイ�ゴールド�チツプ�ハンナ 稚内市　白崎　紘希
インターミディエイト・チャンピオン 12 サンシヤイン�ホツトスポツト�GC�ソロ�フエアー R2.9.11 シーマーズ�ホツトスポツト�ET サンシヤイン�ゴールドチツプ�SM�フエアー 音更町　山田　哲義
リザーブ・インターミディエイト・チャンピオン 10 エツセンス�デルタラムダ�キング�アポロ R3.8.18 フアーニア�デルタラムダ�ET エツセンス�キングドツク�ブラウアー�アポロ�４�ET 豊富町　㈱栗城牧場
ジュニア・チャンピオン 6 クレーン�シルキー�アロングサイド R4.9.8 ブラバントデール�アロングサイドET クレーン�ドアマン�コントロール 伊達市　佐藤　裕平
リザーブ・ジュニア・チャンピオン 3 エステリア�カモミールズ�チーフ�カルーア R5.6.8 スタントンズ�チーフ�ET エステリア�カモミールズ�ソロモン�カービー 広尾町　㈱エステリアデイリーサービス

ハイレベルな戦いが繰り広げられましたハイレベルな戦いが繰り広げられました
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つうしん
酪農試験場
通　　　 　信

根室管内の牛の
サルモネラ症について

北海道根室家畜保健衛生所 指導課：大和田真紀

　牛のサルモネラ症の発生は、令和４年は延べ61件、令和５年は延べ67件と、過去６年間の平
均発生件数と比較して、急増しました。
　サルモネラ症発生の要因を把握するため、調査を行いましたので、一部を紹介します。

　令和４年は、サルモネラ症が発生しやすい状況であった。
　令和５年においては前年度からの継続発生及び夏期の気温上昇による、暑熱ストレス等が発生の
一因と推察された。

　サルモネラ発生農場は、非発生農場と比
較して、
　①野生動物の侵入がある、②飼槽・水槽
の清掃状況が悪い、ことが分かりました。

　次の項目について、令和４年と令和３年の比較を行いました。
　○気象状況：気温が高く、降水が多かった→サルモネラが増えやすい環境
　○家畜診療データ：全体的に様々な疾病が多かった→牛の免疫力が低下

　これら２点のリスクは、家畜伝染病予防法で定
められている飼養衛生管理基準の遵守項目です。
飼養衛生管理基準をしっかり守ることがいかに重
要か、再確認できました。

　診療獣医師の協力により、各農場の飼養衛生管
理の状況を判定し、統計学的に比較しました。

網戸や扉 野鳥の糞

清潔な状態 飼槽のはがれ

●❶サルモネラ症の増加要因は何か

●❷発生農場と非発生農場の飼養管理における決定的な違いは何か



9 なかしゅんべつ　2024（令和６）年７月号

自分の農場を守るため、飼養衛生管理基準をしっかり守りましょう！
調査の実施にあたり、関係者の皆様の御協力をいただき、どうもありがとうございました。

0
2
4
6
8
10
12
14
16

〔
件
数
〕

〔月〕
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

R4
R5
H28～R3平均

月別発生件数

年次
月 R5 R4 R3 R2 R1 H30 H29 H28 計 H28～

R3平均
1 6 3 0 3 2 0 1 9 1.5

2 6 2 1 1 0 2 0 2 6 1.0

3 5 2 0 0 0 2 1 2 5 0.8

4 3 1 0 0 0 2 0 2 4 0.7

5 2 1 0 0 4 3 0 0 7 1.2

6 4 4 0 1 0 2 2 3 8 1.3

7 3 8 2 3 2 3 1 1 12 2.0

8 9 7 2 4 3 5 4 8 26 4.3

9 10 15 1 2 5 8 6 6 28 4.7

10 11 11 0 3 2 5 5 4 19 3.2

11 5 7 0 1 1 3 3 3 11 1.8

12 3 3 0 2 4 4 2 3 15 2.5

計 67 61 9 17 24 41 24 35 150

8～10月 30 33 3 9 10 18 15 18
％ 45% 54% 33% 53% 42% 44% 63% 51%
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活動をピックアップ
　性部女助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏ ｎ ｇ 　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ

　
ハ
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
チ
ャ
ー
リ
ー

の
篠
田
夫
妻
を
講
師
に
お
呼
び
し

寄
せ
植
え
講
習
会
を
６
月
６
日
㈭

に
開
催
し
ま
し
た
。
花
の
植
え
方

や
花
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
土
や
水

は
ど
の
く
ら
い
必
要
か
を
教
わ
り

な
が
ら
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
背
が
高
い
花
や
垂
れ
て
る
花
、

匂
い
が
す
る
花
な
ど
種
類
が
豊
富

で
参
加
者
も
ど
れ
が
良
い
か
、
ど

の
組
合
わ
せ
が
良
い
の
か
置
く
場

所
に
よ
っ
て
花
の
世
話
は
変
わ
る

の
か
な
ど
質
問
し
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
楽
し
く
鉢
を
作
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
農
協
前
の

花
壇
に
飾
る
大
き
な
鉢
も
２
つ
作

り
ま
し
た
。
農
協
に
立
ち
寄
る
際

に
は
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

寄せ植え講習会素敵な鉢が完成しました。

　今回は、指の飛び移りと目の動きを使った
反射神経のトレーニングに足の動きを加えま
す。動く部位を増やすことで、反射神経が鍛
えられると同時に集中力も高まり、脳トレに
も効果があると考えられます。
　反射神経は生まれ持った資質ではなく、ト
レーニングによって鍛えることができる能力
です。繰り返し行うことで反射神経が鍛えら
れて、いざというときとっさに対応できるよ
うになり、けがや事故の防止につながります。
　いすに座り、指と目の動きと同時に片方の
膝を上げる体操です。ゆっくりでいいのでテ
ンポ良く繰り返し行いましょう。

⑴�いすに深く腰かけ、膝を90度に曲げます。両手を
肩の辺りに持ってきてグーに握り、右手の人さし指
だけを立てると同時に、右手の人さし指に視線を合
わせ、右足の膝を伸ばすイメージで上げていきます。

⑵�右手の人さし指を元に戻すと同時に、左手の人さし
指を立て、視線も左指に合わせます。右足を戻し、
左足の膝を伸ばすように上げます。⑴⑵を10セッ
ト繰り返します。

指と目の動きに合わせて足を上げる

指を素早く入れ替え
反射神経を鍛える⑵
健康生活研究所所長◦堤　喜久雄

脳トレ!トレト脳トレ!
手足の体操 ⑴⑴

⑵⑵

　膝は無理のない範囲で上げましょう。
難しければ、足を少し地面から離す程度
でもOKです。

ポイント
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中
春
別
農
協
年
金
友
の
会
︵
紫
藤
正
幸
会
長
︶
は
、
６
月
12
日
㈬
に
中
春
別
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
て
第
40
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中春別農協

第40回  通常総会を開催　
年
金 友 会の

　
始
め
に
紫
藤
正
幸
会
長
よ
り
開
会
挨
拶
、
来
賓
か

ら
中
春
別
農
業
協
同
組
合
真
部
朝
志
常
務
理
事
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。
総
会
進

行
に
あ
た
り
、
議
長
に
は
中
春
別
地
区
の
藤
倉
紀
夫

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
議

案
第
１
号
﹁
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

書
の
承
認
に
つ
い
て
﹂、
議
案
第
２
号
﹁
令
和
６
年

度
事
業
計
画
︵
案
︶
及
び
収
支
予
算
︵
案
︶
の
設
定

に
つ
い
て
﹂
以
上
全
議
案
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

金融共済課 貯金係／電話 0153-76-2314事務局

　

総
会
終
了
後
は
春
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
ボ
ッ
チ
ャ
を
行
い
ま
し
た
。
昼
食

後
、
中
春
別
ヘ
ル
ス
パ
ー
ク
に
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

13
名
参
加
者
の
も
と
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
暑
い
中
で
の
白
熱
し
た
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
座
談

会
を
ボ
ッ
チ
ャ
に
変
更
し
、
16
名
の
参
加
者
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
両
競
技
と
も
に
例
年
に

比
べ
、
た
く
さ
ん
の
会
員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
に
は
旅
行
、
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
11
月
に

は
お
楽
し
み
会
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年

金
友
の
会
に
加
入
し
た
い
方
は
、
是
非

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
なかしゅんべつインフォメーション

　いつも人工授精をご利用いただきありがとう
ございます。
スマートフォンアプリ「LINE」での人工授

精受付を開始いたしました。
　下記QRコードを読み取りLINE公式アカウン
ト「JA中春別人工」を友だち追加していただき、
牧場名・日付（午前、午後）・授精頭数・その
他（特注精液や伝えたい内容等）を入力・送信
し、人工授精の申込みをお願いいたします。

こちらのQRコードよりLINEの公式
アカウントを追加しトーク画面より
人工授精受付をお願いいたします。

LINEの公式アカウントの追加、操作方法について不明な点がある方は、JA畜産課（℡76－2121）か、
JA人工授精師に問い合わせ願います。

（従来通りの電話、FAXでの人工授精受付は継続して行ってまいります。）

　　で
人工授精受付はじめました

こちらの公式アカウント
を友だち追加

トーク画面より画像のように
必要事項を記入し
送信して下さい。

農協太郎　〇月〇日（午前）
経産牛〇頭、育成牛〇頭トーク例

酪農試験場公開デー第16回
中標津町

８月７日㈬ 開場９時30分～13時
（受付開始９時～）

日　時

酪農試験場 総務課　℡0153-72-2004まで。お問い合わせ

　地域に開かれた試験場
として、管内農業関係者
や地域住民に対して「道
総研」の研究業務および
牛乳・乳製品に対する理
解を深めて頂くために

「酪農試験場公開デー」
を開催します。

内　容

・場内施設や搾乳の見学、搾乳体験、子牛への哺乳体験
・農家チーズなど乳製品などの展示販売
・海から遡上してくるサケ・マス類、町内河川に住む魚類を展示（内水面水試）
・研究紹介（パネル展示）

皆さまのご来場を
皆さまのご来場をお待ちしています。
お待ちしています。
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試
採
用
期
間
を
終
え
、
新
規
採
用
に
な
り
ま
し
た

職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
の

た
び
、
６
月
29
日
を
も
ち
ま
し

て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
平
成

22
年
に
入
組
し
て
14
年
間
、
金

融
共
済
課
に
勤
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
貯
金
・
融
資
・
共
済
業

務
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と
関

わ
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
、
役
職
員
の

皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
支

援
と
温
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
新
し
い
道
を
歩
ん

で
ま
い
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の

貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
励
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
今
ま
で
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 加

か
藤
とう

芽
め

衣
い

　
３
か
月
の
試
採
用
期
間
を
経
て
、
こ
の
度
新
採
用
と

な
り
、
総
務
部
管
理
課
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
尾

上
結
で
す
。

　
試
採
用
期
間
中
か
ら
管
理
課
で
経
理
業
務
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ま
ま
管
理
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　
至
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
上
司
や
同
僚
の
皆

様
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
日
々
の
業
務
を
行
う
こ
と

が
出
来
て
い
ま
す
。
今
後
組
合
員
の
皆
様
と
お
話
し
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
識
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尾お
の

上う
え　

　
　
結ゆ

い

総
務
部
管
理
課
管
理
係 介

紹

田
中　
翔
也
令
和
６
年
６
月
14
日
付

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

退職のご挨拶

　
５
月
１
日
よ
り
、
ジ
ェ
イ
エ
ー
・
ワ
ン
プ
に
て

働
く
、
石い
し
渡わ
た

美み

穂ほ

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
神
奈
川
県
出
身
の
美
穂

さ
ん
は
、
６
年
前
に
長
野

県
に
移
住
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
長
野

県
で
過
ご
す
中
で
、
畑
で

稼
働
し
て
い
る
農
作
業
機

を
目
に
し
て
、
漠
然
と
農

業
へ
の
興
味
が
湧
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
移
住

イ
ベ
ン
ト
へ
足
を
運
び
、
北
海
道
ブ
ー
ス
で
の
情
報
収
集
も

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
行
政
機
関
を
通
じ
て
ジ
ェ
イ
エ
ー
・
ワ
ン
プ

を
知
り
、
実
際
に
訪
れ
て
話
を
聞
き
現
場
を
見
た
上
で
、
働

く
こ
と
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
大
型
特
殊
自
動
車
免

許
や
け
ん
引
免
許
も
取
得
さ
れ
、
晴
れ
て
５
月
よ
り
目
的
で

あ
っ
た
農
作
業
機
に
乗
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
10

月
ま
で
働
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
実
際
に
機
械
に
乗
り
作
業
を
し
た
感
想
や
今
後
の
抱
負
を

聞
く
と
﹁
大
変
だ
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。
最
初
は
新

参
者
の
私
な
ん
か
が
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
始
め
か
ら
こ
ん
な
に
機
械
に
乗
せ
て
い

た
だ
け
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
嬉
し
い
で
す
。
と
り
あ
え

ず
は
無
事
に
１
ヶ
月
経
過
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
な
く
、
機
械
を
壊
す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
﹂
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
快
く
取
材
を

受
け
て
い
た
だ
い
た
石
渡
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ

中
春

別
　

組
織

機
構

図
と

職
員

配
置

図
令

和
６

年
７

月
１

日
現

在

室
1

部
5

課
10

係
13

事
業

所
1介
護

区
　

分
 男

 女
 計

正
職

員
28

21
49

準
職

員
13

13
26

合
　

計
41

34
75

機
構

構
成

職
員

構
成新

規
採

用

係山
田
ひ
か
り
係尾
上
　
�結

管
理
係
�係
長（
兼
）

塩
崎
　
純
也

管
理
課
�課
長

塩
崎
　
純
也

総
務
部
�部
長

山
形
　
則
和

融資審査課�課長（兼）
澁
谷
　
浩
一

融資審査係�係長（兼）
澁
谷
　
浩
一

係（
兼
）

佐
藤
　
朋
哉

主
査
前
川
　
元
美

係小
濱
　
菓
歩

係佐
藤
　
朋
哉

準
職
員

成
田
　
幸
治

生産資材係�係長（兼）
澁
谷
　
浩
一

購
買
課
�課
長

澁
谷
　
浩
一

準
職
員（
主
任
）

田
村
　
　
勝

準
職
員

山
本
さ
と
み

準
職
員

三
浦
　
靖
男

準
職
員

渡
辺
美
由
樹

準
職
員

楠
　
千
恵
子

準
職
員

米
澤
　
絵
里

準
職
員

天
野
真
寿
美

生
活
店
舗
係
�係
長

山
下
　
裕
貴

生活店舗課�課長（兼）
相
澤
　
幸
司

購
買
部
�部
長

相
澤
　
幸
司

準
職
員（
主
任
）

及
川
　
恵
佑

準
職
員

梶
　
　
紀
之

準
職
員

蜷
川
　
英
樹

準
職
員

對
馬
　
美
加

準
職
員

佐
々
木
幸
雄

準
職
員

高
橋
　
大
河

燃
油
係
�係
長

山
田
　
慎
悟

金
融
共
済
部
�部
長

大
内
　
　
毅

金
融
共
済
課
�課
長

塩
沢
奈
緒
美

係竹
田
　
律
子

係西
澤
舞
由
花

係千
葉
　
彩
生

係岡
本
　
梨
音

貯
金
係
�係
長（
兼
）

塩
沢
奈
緒
美

係山
崎
明
日
香

融
資
係
�係
長

清
野
　
瑞
希

係小
山
　
ゆ
き

共
済
係
�係
長

赤
井
　
寿
成

係倉
内
　
結
望

係中
矢

　
拓

久
経
営
相
談
係

係
長
河
合
　
崇
之

係
長
目
黒
　
佑
摩

経
営
相
談
課
�課
長

土
屋
　
宏
太

営
農
部
�部
長

下
地
　
剛
志

係佐
々
木
捺
希

係鈴
木
雅
邑
彩

係長
野

　
　

響
準
職
員

新
谷
　
祐
子

営農振興係�係長（兼）
天
野
　
拓
弥

責
任
者（
準
）

安
部
　
紋
香

介
護
員（
準
）

岩
淵
　
洋
子

介
護
員（
準
）

坂
下
富
喜
子

介
護
員（
準
）

吉
田
　
知
世

介
護
員（
準
）

三
浦
　
広
美

介
護
員（
準
）

宮
西
　
理
絵

介護事業所�管理者（兼）
天
野
　
拓
弥

営
農
振
興
課
�課
長

天
野
　
拓
弥

代
表
理
事
組
合
長

望
月
　
英
彦

専
務
理
事

大
山
　
武
永

常
務
理
事

真
部
　
朝
志

副
組
合
長
理
事

原
内
　
　
修

会
長
理
事

西
川
　
寛
稔

監
査
室

室
長（
兼
）

山
形
　
則
和

係
長
小
田
島
聖
子

室
員（
兼
）

水
谷
　
隆
行

総
務
経
済
委
員
会

委
員
長

原
内
　
　
修

委
員
西
川
　
寛
稔

委
員
上
田
　
泰
治

監
事
会

代
表
監
事

髙
橋
　
真
悟

監
事
兼
松
　
真
武

監
事（
員
外
）

森
　
　
忠
義

営
農
生
産
委
員
会

委
員
長

伊
藤
　
一
吉

委
員
山
崎
　
浩
二

委
員
片
野
　
大
介

組
合
員

総
����会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

委
員
会

企
画
会
議

理
事
会

係菊
池
龍
之
介

係佐
藤

　
俊

和
準
職
員

濱
中
　
　
武

準
職
員

池
田
喜
久
夫

準
職
員（
主
任
）

福
永
　
将
嗣

準
職
員

長
谷
川
禎
博

準
職
員

有
地
　
孝
文

販
売
係
�係
長

川
村
　
亜
希

販
売
課
�課
長

小
田
島
雅
信

生
産
部
�部
長

水
谷
　
隆
行

係太
田
古
都
子

係竹
田
　
昌
矢

係原
内
　
　
星

係藤
本
　
陸
玖

係神
保
　
岳
大

係宮
武

　
颯

馬
畜産指導係�係長（兼）
田
渕
　
吉
明

畜
産
課
�課
長

田
渕
　
吉
明

主
査
佐
瀨
奈
緒
美

係工
藤
　
智
紀

係橋
本
　
　
葵

係楢
山
　
幸
奈

生
乳
係
�係
長（兼）

渡
辺
　
直
人

生
乳
課
�課
長

渡
辺
　
直
人
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 福之姫 21 55 15 187,762 3.68�

2 珀百合 7 54 12 169,857 4.31�

3 輝福姫 4 56 18 169,500 3.13�

4 秋忠平 42 54 15 169,000 3.69�

5 勝吾 4 56 15 163,000 3.88�

6 北美津久 23 56 18 162,304 3.10�

7 花之福 20 51 14 160,550 3.59�

8 鉄扇 5 51 18 154,200 2.88�

9 英貞 18 53 17 147,944 3.13�

10 美津金幸 81 51 23 147,704 2.18�

11 鉄晴幸 50 49 15 144,200 3.29�

12 隆之姫 23 47 17 142,787 2.82�

13 勝美糸 15 48 15 142,067 3.26�

総計 549 49 17 138,895 2.82 

14 博紅葉 11 51 11 135,636 4.43�

15 拓忠平 5 43 14 135,600 3.09�

16 貴隼桜 6 44 20 127,333 2.22�

17 白鵬紅葉 6 44 12 124,500 3.58�

18 藤平福 41 45 18 121,585 2.50�

19 奈緑 23 45 17 121,522 2.63�

20 愛之国 19 39 14 117,474 2.84�

21 百合美 33 46 17 116,424 2.78�

22 奈美百合 21 47 14 108,905 3.40�

23 満天桜 26 43 18 103,346 2.39�

24 富福久 7 44 9 100,857 4.72 

25 北宝翔 7 40 24 96,000 1.66�

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 北美津久 17 53 18 231,000 2.98�

2 福之姫 40 60 25 157,650 2.44�

3 鉄晴幸 53 48 15 148,472 3.15�

4 珀百合 7 51 16 137,714 3.16�

5 秋忠平 28 50 15 136,143 3.31�

6 琥百合５ 5 44 11 133,800 3.82�

7 花之福 34 48 15 122,118 3.26�

8 奈津勝 8 63 41 117,500 1.55�

総計 533 48 20 116,816 2.43 

9 鉄扇 5 45 14 111,400 3.26�

10 勝美糸 15 49 20 109,200 2.49�

11 英貞 22 47 21 109,136 2.22�

12 美津金幸 71 46 22 107,254 2.10�

13 百合美 38 45 18 102,895 2.46�

14 奈緑 15 46 21 100,267 2.18�

15 勝吾 11 52 16 100,091 3.26�

16 奈美百合 12 46 17 97,750 2.63�

17 北平白鵬 6 62 42 95,500 1.47�

18 満天桜 23 47 23 93,652 2.01�

19 愛之国 16 39 20 89,813 1.90�

20 隆之姫 20 42 23 89,650 1.88�

21 拓忠平 4 45 15 89,000 2.93�

22 富福久 4 42 9 88,250 4.88 

23 藤平福 45 42 18 84,044 2.37�

24 貴隼桜 10 41 16 78,600 2.65�

25 北宝翔 4 35 17 54250 2.65�

彩茂 1 93 56 192,000 1.66�

秋光花 1 49 15 182,000 3.27�

琥百合５ 2 50 19 168,500 2.63�

鈴音 3 49 25 182,667 1.92�

秋光花 1 53 10 164,000 5.30 

百合芳 1 54 39 146,000 1.38�

販売通信
令和６年５月（雄） 令和６年５月（雌）（上場頭数４頭以上、税込み価格） （上場頭数４頭以上、税込み価格）

＊参考＊ ＊参考＊

ホクレン根室家畜市場
Ｆ１（乳用交雑種）種雄牛別平均価格（月別５～６月）

＊総計には除外した頭数も含む
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 福之姫 21 58 18 213,905 3.20�

2 琥百合５ 6 54 15 199,333 3.71�

3 秋忠平 39 54 12 197,231 4.44�

4 英貞 18 48 17 195,944 2.90�

5 博紅葉 9 50 12 192,778 4.22�

6 北美津久 17 50 11 191,294 4.55�

7 珀百合 7 48 16 189,857 2.97�

8 拓忠平 7 47 16 188,000 3.05�

9 勝吾 3 63 24 186,000 2.58�

10 鉄晴幸 48 49 15 182,188 3.25�

11 花之福 33 49 13 179,758 3.77�

12 隆之姫 12 48 21 178,000 2.32�

総計 458 49 15 176,902 3.24 

13 愛之国 15 42 11 174,600 3.66�

14 美津金幸 61 48 16 173,656 3.00�

15 奈緑 19 45 15 168,105 2.97�

16 勝美糸 9 45 13 168,000 3.40�

17 百合美 36 49 18 167,083 2.76�

18 富福久 6 49 11 163,333 4.58�

19 北宝翔 4 51 10 159,500 5.23�

20 北平白鵬 4 53 23 155,750 2.34�

21 藤平福 28 46 15 153,679 3.13�

22 奈美百合 19 45 15 151,053 3.05�

23 満天桜 22 46 18 145,955 2.52�

24 彩茂 3 45 9 131,333 5.00 

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ

1 北美津久 24 54 14 234,333 3.75�

2 福之姫 26 56 19 189,154 2.93�

3 琥百合５ 3 48 11 184,667 4.50 

4 拓忠平 6 46 15 175,000 3.06�

5 鉄晴幸 34 51 17 173,000 2.97�

6 富福久 3 53 12 171,000 4.54 

7 勝吾 5 45 11 170,200 4.09�

8 勝美糸 19 48 18 167,158 2.57�

9 珀百合 5 51 16 166,200 3.16�

10 秋忠平 19 52 16 165,895 3.13�

11 英貞 20 56 27 160,900 2.03�

総計 414 48 18 160,563 2.66 

12 奈津勝 8 68 45 159,125 1.50�

13 花之福 20 48 14 158,000 3.36�

14 奈緑 14 44 16 153,500 2.81�

15 百合美 36 46 18 152,972 2.60�

16 満天桜 10 48 19 149,100 2.50�

17 奈美百合 18 46 14 148,778 3.31�

18 美津金幸 54 44 19 147,963 2.33�

19 北平白鵬 5 57 39 141,600 1.47�

20 輝福姫 3 46 12 141,333 3.81�

21 藤平福 34 45 17 140,324 2.70�

22 隆之姫 10 46 23 136,200 2.05�

23 愛之国 13 37 13 124,923 2.86�

夜桜 1 63 34 178,000 1.85�

秋光花 2 49 13 176,000 3.77�

奈津百合５５ 2 51 15 175,000 3.52�

紀愛津 2 43 14 173,000 3.19�

北福姫 1 43 16 173,000 2.69�

百合芳 1 53 9 225,000 5.89�

百合勝安 1 56 12 220,000 4.67�

奈津勝 1 68 47 208,000 1.45�

第１花藤 1 52 15 196,000 3.47�

令和６年６月（雄） 令和６年６月（雌）（上場頭数３頭以上、税込み価格） （上場頭数３頭以上、税込み価格）

＊参考＊＊参考＊

＊総計には除外した頭数も含む
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営農対策情報
根室農業改良普及センター 農作業事故減少にむけて農作業事故減少にむけて

■ 畜産地帯の農作業事故発生状況

■ なぜ農作業事故発生が多いのだろう

○ 　悲しいことですが、農作業事故が近年増加傾向にあります。機械作業中の転落、重量物の下敷
きなどにより、命にかかわる事故が根室管内でも発生しています。

○　今一度、農作業事故の減少にむけて取り組みましょう。

　右図は、農業就業者1,000人あたり事故件数
の推移です。畜産地帯の根室・釧路・宗谷・日
高の事故率が高く、畜産と耕種が多い十勝・オ
ホーツクが続きます。
　根室管内は、約12人に１人の割合で農作業
事故にあっており、近年増加傾向にあります。

　下表は、農作業と他産業における作業環境の違いをまとめた資料です。
　農業は、牛や天候などさまざまな要因により作業が変化し、他産業に比べて、「一人で作業する」ことや、
「自分や家族の経験や都合で作業内容や手順を決める」ことが多い傾向にあります。
　「酪農」など家畜を扱う農作業は、事故が発生しやすいことを認識し、「この作業、これで大丈夫？」と
再確認することから、農作業事故の減少にむけて取り組みましょう。

※土木作業は農作業と類似するが、厳格な法規制の適用を受ける

区　分
農　　　　　作　　　　　業

他　　産　　業
酪　　　　　農 水　田 ・ 畑　作

作業条件
○条件は毎日変化する 
　・牛は１頭ごと性格が違う 
　・行動が異なる

○天候に左右される�
　・�急な作業の変更、中止を強
いられる

　・�作物の生育が早まる、遅れ
る

○作物・機械の種類が多い�
　・機械化の依存度が高い

同一条件

作業内容 牛の健康状態やストレスの状態
で作業内容が常に変化

○�同一の作業の繰り返しが少な
い 同一作業の繰り返し

役割分担 ○高齢者が一人で作業する傾向 
　・替わりの者がいないため、あれもこれも一人で背負い込む

資格や能力に応じて
作業分担ができる

組作業・�
補助作業 ○補助が必要な場面でも、１人で作業する ２人以上で作業ができる

作業手順 ○自分や家族の経験や都合で決める
各人の経験や技量に基づ
き、合理的な作業手順を
集団で確認できる

事故発生
○同じ場面で、同じような事故が発生する確率が低い 
○ 「一度限り」的な事故が発生するため、共通的な対策が取りに

くい

○�同じ場所で、同じ事故
が発生する確率が高い

○対策がとりやすい

「令和４年度農作業事故報告書」
北海道農作業安全運動推進本部より作成

出典：令和４年度農作業事故ゼロ運動推進研修会資料（北海道農作業安全運動推進本部）
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2024（令和６）年７月号

月
号7

●【専攻科】研究活動計画発表会―――――
　専攻科の学生はそれ
ぞれの酪農への関わり
から疑問や問題点を見
つけ、研究に取り組ん
でいます。５月29日
㈬に、今年度の研究に
ついて発表会が実施さ
れました。　
　各学生の研究テーマは、次の通りとなりました。
　「我が家の経営実態調査」
　「 収益増加を目的とした繁殖成績の向上を目指し

て」
　「道具管理と改善方法の検討」
　「乳房炎対策による乳質の変化について」
　「2024年酪農経営 意思決定支援態勢の構築」
　発表会では活発な質疑応答やアドバイスがあり、
研究内容を充実させるよい機会となりました。
●【専攻科】乳牛管理学現場研修―――――
　５月27日㈪、乳牛管
理学の現場研修を別海町
の髙野牧場にて実施させ
ていただきました。従業
員の小塩�遥夏様には昨
年度、搾乳牛と子牛の管
理についてイギリスの国
際応用動物学会で発表し
た研究内容を講義していただいており、今回は実際
に農場で実践されていることを教えていただきまし
た。哺乳の手順や子牛の体調管理方法、牛舎のハエ
対策など様々なことを詳しく教えていただきました。
１年目学生の坂野下さんは「子牛の体調管理方法や
哺乳の際、気をつけることなどとても勉強になりま
した。」と話してくれました。
●【専攻科】第２回酪農技術現地研修会――
　５月31日㈮、別海町
の山賀牧場を見学しまし
た。山賀さんからはそれ
ぞれのステージに合わせ
た飼料給与について教え
ていただきました。また、
牛と飼料の状態を観察し、
飼料設計を行っていると
お話をいただきました。２年目学生の長谷川さんは
「このように飼料給与について数値を用いて教えて
いただいたのは初めてだったので、とても勉強にな
りました。」と感想を述べてくれました。
●【専攻科】「学生募集説明会」――――――
　８月８日㈭に本校にて2025年度学生募集説明会
を実施します。詳細については本誌掲載の広告と本
校ＨＰをご覧ください。

●【酪農経営科】上春別中学校との連携事業 
　６月３日㈪に上春別中学校２
年生10名と、別海高校酪農経
営科２年生９名が、本校農場で
農業体験の連携事業を行いまし
た。前半は、カボチャについて
と定植の仕方を座学で学び、後
半は実際に定植を行うという流
れで体験を実施しました。定植
方法をレクチャーした丸山未来
さん（中央中出身）は「緊張し
てうまく説明できませんでした
が、中学生のみんなと楽しく定
植ができてよかったです。」と
振り返ってくれました。
　また、中学生から農業や別海高校についての質問
があり、担当した生徒は悩みながらも、一生懸命答
えてくれました。
●【酪農経営科】令和６年度
　 第72回東北海道学校農業クラブ連盟実績発表大会
　６月６日㈭、７日㈮に標茶
町で行われた、令和６年度第
72回東北海道学校農業クラ
ブ連盟実績発表大会に参加し
ました。分野Ⅱ類の発表者と
して参加した、影山航大さん
（計根別学園出身）は「発表者として練習の成果を
出し切ることができました。しかし、全道大会への
出場は叶いませんでした。今回の経験を次の研究と
校内大会で活かせるようにかんばります。」と大会
を振り返ってくれました。
●【酪農経営科】
　JAふれあいまつりに参加しました！――
　６月８日㈯に別海町農村広場
で行われた、2024ＪＡふれあ
いまつりに参加し、授業で栽培
した花壇花や野菜苗、加工実習
で製造したストリングチーズと
ヨーグルトを販売しました。ま
た、共進会では酪農家さんから
牛をお借りして、リードマンコ
ンテストにも参加しました。
　販売を担当した佐藤龍星さん
（中央中出身）は「準備から片
付け、販売作業、どれも大変で
したが、商品も完売し、みんな
と協力できたのでよかったです。」と販売会を振り
返ってくれ、リードマンコンテストに出場した梶原
悠成さん（中央中出身）は「今回リードマンコンテ
ストに参加し、１位をとることができました。１位
をとることができたのは牛を貸してくださった酪農
家さんのお陰なのでとても感謝しています。次の共
進会でもリードマンとして参加できるように、リー
ドの練習をしたいと思います。」と共進会を振り返っ
てくれました。

定植の説明

大会の集合写真

作業の様子

販売準備の様子

リードマンの様子

発表会の様子

視察の様子

視察の様子
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良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

なかしゅんべつ　2024（令和６）年７月号
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令和６年６月30日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0�件 1�件

生菌による汚染事故 0�件 0 件

異物混入、加水、
血乳による汚染事故 0�件 1�件
異臭、異常風味による
汚染事故 0�件 0�件

ミルクドクター
使用率（６月）

豊　原 美　原 中春別 全体計
88.1% 89.8% 86.2% 87.8%

家族みんなで気にして�家族みんなで気にして�
ミルクドクター使用とミルクドクター使用と
汚染事故防止�汚染事故防止�

中春別地区毎日体細胞（４～６月） 令和６年度地区集計（４～６月）

豊原地区毎日体細胞（４～６月） 美原地区毎日体細胞（４～６月）

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.4% 0.0% 0.7% 0.0% 1.6% 0.6%
0.0% 0.0% 3.9% 0.0% 2.6% 1.7%
2.1% 0.4% 7.7% 5.4% 8.6% 3.0%
97.5% 99.6% 87.7% 94.6% 87.2% 94.7%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.4% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0%
0.0% 0.2% 0.8% 1.8% 0.7% 1.0%
1.0% 1.6% 7.1% 7.4% 9.3% 12.1%
99.0% 97.8% 92.1% 89.9% 90.0% 86.9%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.0% 1.5% 0.2% 0.1% 0.1%
0.3% 9.0% 0.5% 0.4% 0.9%
7.4% 22.0% 2.9% 7.2% 6.2%
92.3% 67.5% 96.4% 92.3% 92.8%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.5% 0.3% 0.1% 0.3%
1.5% 1.4% 0.7% 1.1%
4.9% 7.4% 6.6% 6.5%
93.1% 90.9% 92.6% 92.1%
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５月乳質乳価一覧表 ５月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 1,116.478 45.15 41.92 3.23

無 脂 乳 固 形 分 707.906 62.51 58.27 4.24

生 産 者 補 給 金 7.2908 7.29 6.97 0.32

集 送 乳 調 整 金 2.1906 2.19 2.13 0.06

補 給 金 合 計 9.4814 9.48 9.10 0.38

乳　
質　
単　
価

生 菌 数

ランク1 　２ 336,661,921.3

3.77 3.76 0.01

ランク2 　０ 9,340,730.1

ランク3 －３ 317,349.3

体細胞数

ランク1 　２ 311,909,723.4

ランク2 　１ 17,338,141.1

ランク3 －２ 4,603,813.2

合　　　　　計 120.91 113.05 7.86

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 45円15銭
無脂乳固形分② 62円51銭
生産者補給金③ 7円29銭
集送乳調整金④ 2円19銭

脂 肪 率
全道 4.04％
農協 4.20％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.83％
農協 8.82％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 117円14銭
農協 118円81銭

乳質乳価⑥
全道 3円77銭
農協 3円71銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 120円91銭
農協 122円52銭
差異 1円61銭

報告事項
１　職員の退職について
２　人事発令について
３　総体的なリスク量管理表について
４　�ＪＡバンク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち農林中金が定める事項について
５　�ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング報告」について
６　ＪＡバンク経営戦略シートについて
７　令和６年度５月末営農関連実績について
８　�Ｊミルク生乳生産基盤強化支援事業について

議　　案
１　�令和６年度理事報酬額の配分並びに支給方法について
２　�令和５年度事業版ディスクロージャー誌による開示について
３　�北海道常例検査に伴う指摘事項改善状況等の回答について
４　�令和６営農年度財産造成に伴う資金の貸付について
５　特定疾病感染補償互助会の支払について

協議事項
１　�次期酪肉近の基本方針策定に向けた組織討議について
２　�地区別組合員懇談会意見集約に係るＱ＆Ａについて

第４回 理事会の動き 令和６年６月13日㈭
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ヨコのカギ

クロスワードパズルク ルクロスワードパズル

１　トマトやスイカに含まれる赤い色素
２　海で水上――を楽しんだ
３　独特の香りから香魚とも書く川魚
４　無駄遣いをすること
５　セーラー服のものは大きめ
７　孫悟空の乗り物です
９　酒などを入れる四角い容器
11　ザーザー、しとしとと降ります
12　夏にはくズボン下
13　アップの反対語。イメージ――
15　パンダの遊具にも使われるゴム製品
16　小さな船を数えるときに使う言葉
17　MB＝――バイト、GB＝ギガバイト

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　文系より――系の教科の方が好きです
３　医者いらずと呼ばれることもある植物
６　数え年70歳の祝い
７　精霊馬に使われる野菜の１つ
８　肉詰めにするのも定番の夏野菜
10　コンビニエンス――、チェーン――
14　�関西国際空港や中部国際空港は、――地に造ら
れています

16　夏場によく食べられる麺
18　�――座は蠍（さそり）座と山羊（やぎ）座の間
にあります

19　パナマやスエズのものが有名
20　エビに見た目が似ているすしネタ

抽選で３名の方に
抽選で３名の方に「さけるチーズ（コンソメ）」

「さけるチーズ（コンソメ）」をプレゼント!!
をプレゼント!!

タテのカギ

７月号のこたえ

返信先：JA中春別�FAX76-2341（営農振興課宛）

CA D EB

　正解者の中から抽選で３名の方に乳製品引換券
をプレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》�営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和６年８月２日㈮まで

※�ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。
※�ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

住　　所　〒

名　　前

電話番号

（敬称略）

６月号の正解は
A B C D E

サルスベリ
でした

当選者当選者
発表発表

たくさんの応募ありがとうございました。
今回は赤井寿成金融共済係長に抽選して頂
きました！

・原　内　友　子

・竹　下　由香里

・髙　橋　　　実
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